
シンポジウム①：
フレイル・サルコペニアと口腔機能低下症の重症化予防

在宅医療と

オーラルフレイル重症化予防

千葉県立佐原病院 訪問看護ステーションさわら

〇大嶋 淳子 成毛 美由紀
堀内 真弓 阿蒜 ひろ子



香取市の概要
・人口 78,585人 ・老齢人口 33.5%
・国保加入者 23,883人 ・加入率 30.4%

（29年3月31日現在）
・特定健診受診率 49.0%（28年度）
・特定保健指導実施率 14.7%（28年度）
・医療費の状況 総点数 52,304,091点

（29年5月分）

資料：千葉県レセプト国民健康保険団体連合会 29年5月診療分
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Sheet1

						（９）  国保病類別疾病統計（平成２９年５月分） コクホビョウルイベツシッペイトウケイヘイセイネンツキブン

						主要病類別（大分類） シュヨウビョウルイベツダイブンベツルイ				件数 ケンスウ		総点数 ソウテンスウ		一件当り
費用額(円) イッケンアタヒヨウガクエン												件数

						Ⅰ		感染症及び寄生虫症 カンセンショウオヨキセイチュウショウ		420		1,257,294		29,936		12		12		感染症 カンセンショウ		1位		消化器系の疾患		4,174		20.8%

						Ⅱ		新生物 シンセイブツ		718		7,722,677		107,558		9		2		新生物 シンセイブツ		2位		循環器系の疾患		3,905		19.5%

						Ⅲ		血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害 ケツエキオヨゾウケツエキキシッカンナラメンエキキコウショウガイ		73		207,779		28,463		16		16		血液 ケツエキ		3位		内分泌・栄養及び代謝疾患		1,940		9.7%

						Ⅳ		内分泌・栄養及び代謝疾患 ナイブンピツエイヨウオヨタイシャシッカン		1,940		3,903,466		20,121		3		6		内分泌 ナイブンピ		4位		眼及び付属器の障害		1,688		8.4%

						Ⅴ		精神及び行動の障害 セイシンオヨコウドウショウガイ		955		6,551,844		68,606		7		3		精神 セイシン		5位		筋骨格系及び結合組織の疾患		1,640		8.2%

						Ⅵ		神経系の疾患 シンケイケイシッカン		390		1,607,872		41,227		13		11		神経 シンケイ		6位		呼吸器系の疾患		1,418		7.1%

						Ⅶ		眼及び付属器の障害 メオヨフゾクキショウガイ		1,688		2,088,335		12,372		4		8		眼 メ		7位		精神及び行動の障害		955		4.8%

						Ⅷ		耳及び乳様突起の疾患 ミミオヨニュウヨウトッキシッカン		204		137,447		6,738		15		17		耳 ミミ		8位		皮膚及び皮下組織の疾患		850		4.2%

						Ⅸ		循環器系の疾患 ジュンカンキケイシッカン		3,905		9,139,040		23,403		2		1		循環器 ジュンカンキ				その他 タ		3,465		17.3%

						Ⅹ		呼吸器系の疾患 コキュウキケイシッカン		1,418		1,871,737		13,200		6		9		呼吸器 コキュウキ				合計 ゴウケイ		20,035		100.0%

						ⅩⅠ		消化器系の疾患 ショウカキケイシッカン		4,174		6,313,953		15,127		1		4		消化器 ショウカキ						総点数

						ⅩⅡ		皮膚及び皮下組織の疾患 ヒフオヨヒカソシキシッカン		850		970,037		11,412		8		13		皮膚 ヒフ		1位		循環器系の疾患		9,139,040		17.5%

						ⅩⅢ		筋骨格系及び結合組織の疾患 キンコッカクケイオヨケツゴウソシキシッカン		1,640		3,028,918		18,469		5		7		筋骨格 スジコッカク		2位		新生物		7,722,677		14.8%

						ⅩⅣ		腎尿路性器系の疾患 ジンニョウロセイキケイシッカン		575		4,844,801		84,257		11		5		腎尿路 ジンニョウロ		3位		精神及び行動の障害		6,551,844		12.5%

						ⅩⅧ		症状・徴候及び異常臨床所見等で分類できない ショウジョウチョウコウオヨイジョウリンショウショケントウブンルイ		327		480,737		14,701		14		14				4位		消化器系の疾患		6,313,953		12.1%

						ⅩⅨ		損傷・中毒及びその他の外因の影響 ソンショウチュウドクオヨソノタガイインエイキョウ		697		1,863,622		26,738		10		10				5位		腎尿路性器系の疾患		4,844,801		9.3%

								その他 タ		61		314,532		51,563		17		15				6位		内分泌・栄養及び代謝疾患		3,903,466		7.5%

								合計（再掲を除く） ゴウケイサイケイノゾ		20,035		52,304,091		26,106								7位		筋骨格系及び結合組織の疾患		3,028,918		5.8%

																						8位		眼及び付属器の障害		2,088,335		4.0%

																								その他 タ		8,711,057		16.7%

																								合計 ゴウケイ		52,304,091		100.0%

																								Ⅰ感染症及び寄生虫症 カンセンショウオヨキセイムシショウ

																								Ⅱ新生物 シンセイブツ

																								Ⅲ血液及び造血器の
 疾患並びに
　 免疫機構の障害 ケツエキオヨゾウケツウツワシッカンナラメンエキキコウショウガイ

																								Ⅳ内分泌、栄養
　 及び代謝疾患 ナイブンピツエイヨウオヨタイシャシッカン

																								Ⅴ精神及び行動の障害 セイシンオヨコウドウショウガイ

																								Ⅵ神経系の疾患 シンケイケイシッカン

																								Ⅶ眼及び付属器の疾患 メオヨフゾクキシッカン

																								Ⅷ耳及び
　 乳様突起の疾患 ミミオヨチチサマトッキシッカン

																								Ⅸ循環器系の疾患 ジュンカンキケイシッカン

																								Ⅹ呼吸器系の疾患 コキュウキケイシッカン

																								ⅩⅠ消化器系の疾患 ショウカキケイシッカン

																								ⅩⅡ皮膚及び
      皮下組織の疾患 ヒフオヨヒカソシキシッカン

																								ⅩⅢ筋骨格系及び
      結合組織の疾患 キンコッカクケイオヨケツゴウソシキシッカン

																								ⅩⅣ腎尿路生殖器系の疾患 ジンニョウロセイショクウツワケイシッカン

																								ⅩⅧ症状、徴候及び異常臨
　　　床所見・異常検査所見
　　　で他に分類されないもの ショウジョウチョウコウオヨイジョウリンユカショケンイジョウケンサショケンタブンルイ

																								ⅩⅨ損傷、中毒
　　及びその他の
　　外因の影響 ソンショウチュウドクオヨタガイインエイキョウ

																								1101 1102 1103 
歯及び
歯の支持組織の障害 ハオヨハシジソシキショウガイ

																								ⅩⅤ妊娠、分娩
      及び産じょく ニンシンブンベンオヨサン

																								ⅩⅥ周産期に
　　　発生した病態 シュウサンキハッセイビョウタイ

																								ⅩⅦ先天奇形、変形
　　　及び染色体異常 センテンキケイヘンケイオヨセンショクタイイジョウ
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総点数

国保加入者の疾病分類（診療点数別）
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訪問看護ステーション：5か所
医療機関の訪問看護室：1か所

訪問看護施設 人員
常勤換

算
24時間
対応

在宅
患者数

特徴

当訪問看護ステーション 21人 約20人 ● 121 365日営業

Ａ訪問看護ステーション 7人 約3.3人 34 土日祝日休み

Ｂ訪問看護ステーション 7人 約3人 30
土日祝日休み
精神科専門

Ｃ訪問看護ステーション 3人 2.5人 ● 30
土日祝日休み
精神科中心

Ｄ訪問看護ステーション 9人 4人 30
安定している
利用者

Ｅ訪問看護室 2人 2人 20
自医療機関の
患者のみ

香取市の訪問看護の現状



月 勉強会内容 講師 参加者

平成27年3月 訪問看護の基礎と看護計画 訪問看護師 30名

7月 リハビリと肺ケアについて 理学療法士 30名

10月 中心静脈栄講義と技術指導 訪問看護師・病院職員 40名

平成28年1月 摂食嚥下について 訪問看護師 30名

5月 訪問薬剤について 調剤薬局薬剤師 30名

7月 NPPVについて 在宅酸素の業者 30名

11月 在宅医との交流会 地域かかりつけ医3名 45名

平成29年2月 在宅患者の栄養管理について NST専門療法士 26名

共に学べる教育システムの構築が必要

訪問看護香取会



訪問看護ステーションさわら
居宅介護支援事業所さわら

理念
あきらめない看護

患者・家族に寄り添う
看護

1.師長（認定看護師）1名
2.副師長 2名
3.常勤スタッフ16名（認定看護師1名）
4.嘱託スタッフ2名（週4日）
5.事務3名（週5日、29時間）
6.介護支援専門員2名（嘱託1名・兼務1名）



13年間の訪問看護の実績
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当ステーションの在宅患者の入院となった疾患

平成２８年 平成２９年
悪性疾患 30 23
嚥下性肺炎 11 13

嚥下性肺炎以外の肺炎 7 6
肺炎以外の感染症 7 6

骨折・外傷 4 7
肝性脳症 4 1
心不全 3 9

イレウス・消化器疾患 3 9
脳・神経性疾患 2 7

肺炎以外の呼吸器疾患 3 5
脱水 0 3
その他 1 12
合計 75 101
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県立佐原病院誤嚥性肺炎入院動向

平成２８年度 平成２９年度

病院全体入院数 3166人 3234人
誤嚥性肺炎入院数 123人 122人

死亡退院 16人 21人
療養型病院へ転院 29人 23人
介護施設へ入所 22人 21人
その他の施設へ 7人 10人
在宅へ退院 49人 47人



当訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ管理下で嚥下性肺炎
で入院になった患者の退院後の転帰

平成28年度 平成29年度

誤嚥性肺炎入院患者 11人/123人 13人/122人

死亡退院 5人 6人

療養型病院へ転院 4人 2人

介護施設へ入所 1人 0人

その他 なし 2人

在宅退院 1人 3人



口腔機能低下症

日本老年歯科医学会 http://www.gerodontology.jp/committee/001190.shtml



住み慣れた自宅で生活を望む療養者が、嚥下性肺炎で
入院すると、病状の悪化や介護負担の増大するとともに、
経口摂取困難などの理由から在宅退院が困難になる。
また、入院では、医療費が在宅と比較して大幅に高額に

なる（10万1840円/月→86万7130円/月）。
療養者・家族が望む場所で療養を継続するためにも、口

腔機能低下症の重症化（嚥下性肺炎）による入院を回避
することが必要である。

口腔機能低下症の重症化予防の視点から
あらたな取り組みをスタート

目 的



入院中に実施している
嚥下障害スクリーニング検査

１．反復唾液嚥下テスト（ＲＳＳＴ）

まず、嚥下障害が疑われたときに最初に行うのが、反復唾液嚥下テストです。

反復唾液嚥下テストは30秒の間に、唾液を何回飲み込めるのかを計測していきます。

飲み込めた回数が2回以下の場合、摂食嚥下障害の可能性が高くなります。

この試験で特に問題が見られなければ、次の段階で行われるのが、改訂水飲みテスト

です。

２．改訂水飲みテスト

改訂水のみテストは少量（3mlほど）の冷水を口腔内に入れ、嚥下動作を2回行います。

"むせこみ"の有無や、嚥下動作に対する呼吸状態の変化、声の変化を確認します。

この試験で特に問題が見られなければ、次の段階で行われるのが、フードテストです。

３．フードテスト

フードテストは茶さじ1杯（約4ｇ）のプリンやゼリーなどの半固形物、

またはお粥や液状の食べ物を食べ、飲み込んだ後に、口の中に食物が残っていないか、

"むせこみ"がみられないか、呼吸の変化はないかなどを観察します。

これらの検査は

訪問看護で実施困難！

訪問看護で実施可能な

口腔機能低下症の

ハイリスクトリアージの方法は？



舌口唇運動機能の検査方法

「健口くん®」を用いて、5
秒間の「パ」、「タ」、「カ」
の回数を計測する。



「健口くん®」を用いた在宅療養者の
口腔機能低下症のハイリスクトリアージの実際

1.対象の選定
全ての療養者が対象だが、小児、
意思疎通困難、発語困難者は
測定不能の為、対象外とした。

2.実施方法
測定値3以下の療養者に約4週間
ごとに測定実施、値を記載する。
パンフレットを使用し、簡易訓練の指導をす
る。

3．実績数
年齢 30代から100代まで

性別 男性 35名 女性33名

計68名に実施
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中央値 83．5歳



パ タ カ

中央値 3．7回/秒 中央値 3．8回/秒 中央値 3．5回/秒

在宅患者の舌口唇運動機能検査の結果（ｎ＝68）

「パ」「タ」「カ」のいずれも 3回/秒以下 を機能低下とした。



パ タ カ

舌口唇運動機能と訪問看護期間の関係

いずれも有意差なし



パ タ カ

舌口唇運動機能の年齢層別比較
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80歳以上 80歳未満

年齢層

いずれも有意差なし



舌口唇運動機能の基礎疾患群別比較

パ タ カ

基礎疾患は、左から、①悪性新生物、②筋骨格疾患、③呼吸器疾患、
④心疾患および⑤脳・神経疾患である。



舌口唇運動機能の三大疾患別比較

パ タ カ

三大疾患は、左から、①呼吸器疾患、②心疾患および
③脳・神経疾患である。

p=0.0444 p=0.3497 p=0.1801

「パ」のみ、脳・神経疾患で有意に低下していた。



訪問看護師の取り組み①

測定数値が3.0以下の場合、「パ」「タ」「カ」それぞれのパンフレットで訓練開始

訪問看護時に療養者・家族と訓練を実施する。家族にも指導。

定期的に「パ」「タ」「カ」測定を実施しモニタリングする。



訪問看護師の取り組み②

• 口腔機能の低下は低栄養を引き起こす要因とな
りうる．

• 「パ」「タ」「カ」測定と合わせて、栄養状態の評価
も行っていく．

上腕周囲長・上腕三頭筋皮下脂肪厚・TP/ALB・身長・体重
継続的に介入

口腔機能の低下を予防

栄養状態の維持・回復にもつなげていく



結 語

1．訪問看護の在宅患者を対象に、嚥下性肺炎
による入院防止をめざして、口腔機能低下症
の重症化予防の取り組みを行った。

2．舌口唇運動機能検査（健口くん）を用いて、在
宅患者の口腔機能低下症のハイリスクトリ
アージを行い、病態にあわせた運動プログラ
ムを提供した。

3．今後、定期的な評価によりプログラムの改良
を行い、確立した方法を地域に横展開する。
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